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広報

人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

【Health information】（p8~9)

11 月 17日の追加健診をご利用ください
【農業委員会だより】（p14~15)

広報担当ヨシカツの「教えて！推進委員さん」 他
【地域おこし協力隊活動日誌VOL.25】（p20~21)

Main presenter 福山隊員
【中学生日誌VOL.5】（p23)

矢祭中学校３年　松本虎ノ助さん・本多菜々美さん
【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人VOL.66】（p19)

東白川防犯指導隊分隊長　谷田部馨さん・篠田光広さん・佐川泉さん

【特集】(p2~7)

これで、猪は諦める
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「
10
年
く
ら
い
前
ま
で
は
被
害
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
姿
を
見
る
こ
と
も
稀
で
し

た
」
と
イ
ノ
シ
シ
か
ら
農
作
物
被
害
を
受

け
た
ほ
と
ん
ど
の
農
家
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

矢
祭
町
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
、
山
間
地

域
で
稀
に
見
ら
れ
て
い
た
も
の
か
ら
、
ほ

ぼ
町
内
の
全
域
で
発
生
す
る
も
の
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
農
地

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
交
通
量
の
多
い
道
路

脇
や
法
面
、
久
慈
川
の
河
川
敷
、
民
家
の

庭
先
な
ど
土
が
掘
り
起
こ
せ
る
場
所
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
所
で
も
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
中
に
農
地
や
そ
の
周
辺
で
の

目
撃
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
人
身
被
害

に
発
展
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状

や
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
矢
祭
町
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
実
施
隊
の
み
な
さ
ん
、

福
島
県
県
南
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及

部
、
東
白
川
地
域
鳥
獣
被
害
防
止
広
域
対

策
協
議
会
、
そ
し
て
、
町
有
害
鳥
獣
対
策

専
門
員
か
ら
お
話
を
伺
い
、
今
必
要
と
さ

れ
る
対
策
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

【特集】これで、猪は諦める

こ
れ
で
、

猪
は
諦
め
る

【
特
集
】
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町鳥獣被害対策実施隊対象鳥獣捕獲隊長に聞く

表：町内の農作物被害面積
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

農作物 1.70ha 9.70ha 1.01ha 0.60ha 0.42ha 0.01ha 0.10ha 0.06ha 0.08ha

農作物以外 0.00ha 7.10ha 3.20ha 4.10ha 7.79ha 6.91ha 7.21ha 7.60ha 8.70ha

　私たち実施隊は、それぞれ
に仕事を持ちながらもその合
間を縫って危険を伴う被害
防止対策活動に従事していま
す。特に活動に関しては、銃
器を使用しての捕獲等が含ま
れるため、安全面には常に細
心の注意を払っています。
　捕獲は、町民からの通報を
受けた町からの依頼で町内全
域を対象に実施しておりま
す。現在１４名の隊員が依頼
をもとに個々に情報収集を行
い、それを隊全体で共有しな
がら活動を展開しています。
　しかし、耕作放棄地などの
荒廃した農地が増え、イノシ
シ等の野生動物の活動範囲が
広がっているため、効果的な

捕獲が難しくなっている状況
です。
　町民のみなさんには、効果
的な捕獲を行うためにも、電
気柵等の被害防止対策設備の
設置や山林、農地、民家周辺
のヤブを刈るなど環境管理に
ご協力いただければと思って
います。
　また、前述した通り危険を
伴う活動のため、あまりみな
さんの目にふれることはあり
ませんが、こういった機会に
私たちの活動や考えについて
少しでも理解していただくこ
とで、町内全体の鳥獣被害防
止について一緒に考えていた
だくきっかけになればと思い
ます。
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それぞれに仕事を持ちながら
町内の鳥獣被害防止に向けた活動を展開



【特集】これで、猪は諦める

　

県
南
地
域
の
鳥
獣
被
害
の
ほ
と
ん
ど
を

イ
ノ
シ
シ
が
占
め
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
に
つ
い
て
は
、
畦
畔
の
掘
り
起
こ

し
な
ど
被
害
額
と
し
て
出
な
い
被
害
も
多

く
、営
農
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
た
め
、

継
続
し
た
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防

止
対
策
は
、
①
生
息
環
境
管
理(

緩
衝
帯

の
整
備
や
放
任
果
樹
の
伐
採
等)

、
②
被

害
防
除(

侵
入
防
止
柵
の
設
置
等)

、
③

有
害
捕
獲
を
総
合
的
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
の
被
害
軽
減
を
目
的
と
し

て
、総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
地
域（
モ

デ
ル
集
落
）を
県
内
の
各
地
域
に
設
置
し
、

効
果
を
検
証
の
う
え
、
技
術
の
普
及
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
宝
坂
地
区
】（
Ｈ
28
〜
29
年
度
モ
デ
ル
集

　

落
と
し
て
設
置
）

　

▼
電
気
柵
の
設
置
や
捕
獲
は
行
わ
れ
て

　
　

い
ま
し
た
が
、
適
切
な
生
息
環
境
管

　
　

理
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
セ
ン

　
　

サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
イ
ノ
シ
シ

　
　

の
出
没
状
況
を
把
握
し
た
り
、
ほ
場

　
　

近
く
の
藪
に
自
生
し
て
い
た
ク
リ
の

　
　

木
の
伐
採
を
行
っ
て
周
辺
環
境
を
整

　
　

備
し
ま
し
た
。
結
果
、
ほ
場
周
辺
で

　
　

の
イ
ノ
シ
シ
出
没
数
が
減
少
し
、
畦

　
　

畔
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
の
被
害
も
軽

　
　

減
さ
れ
ま
し
た
。

【
下
関
河
内
地
区
】（
Ｈ
30
年
度
、
Ｒ
元
年

　

度
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
設
置
）

　

▼
電
気
柵
の
設
置
や
竹
藪
の
刈
り
払
い

　
　

な
ど
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
電

　
　

気
柵
内
に
イ
ノ
シ
シ
が
侵
入
す
る
被

　
　

害
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
共
同
で
の
草

　
　

刈
り
や
除
草
剤
に
よ
る
下
草
の
管
理
、

　
　

藪
の
刈
り
払
い
作
業
、
電
気
柵
の
点

　
　

検
整
備
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
ま
し

　
　

た
。
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
き
に

　
　

く
い
環
境
が
保
た
れ
、
モ
デ
ル
集
落

　
　

設
置
期
間
中
（
Ｈ
30
〜
Ｒ
元
９
月
現

　
　

在
）
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
確

　
　

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
総
合
的
な
対
策
（
福

島
県
が
行
う
モ
デ
ル
事
業
①
②
③
）
が
必

要
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
が
行
わ
れ
た
集
落
で
の
取

組
の
成
果
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
総
合

的
な
対
策
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

被
害
を
防
ぎ
、
県
南
地
方
の
農
業
生
産
が

さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

県
南
地
域
で
の

鳥
獣
被
害
の
現
状

福
島
県
が
行
う

モ
デ
ル
事
業

矢
祭
町
で
行
っ
た

モ
デ
ル
事
業
の
概
要
・
実
績

今
後
の
展
望
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県の担当者に聞く鳥獣被害対策

総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
地
域

（
モ
デ
ル
集
落
）
を
県
内
各
地
域
に
設
置

町内２地区（宝坂地区・下関河内地区）で実施されたモデル事業

▲県南農林事務所農業振興普及部大竹技師（左）と佐藤主査（右）

※宝坂地区で実施されたモデル事業について掲載いたします。

■鳥獣被害対策モデル事業概要

【主な取り組み内容】
　・電気柵の見回り及びセンサーカメラの設置
　・研修会の実施
　・野生クリの木の伐採　他
【モデル集落設置経緯】
　平成 17年頃よりイノシシ被害が出始め、平成
23年から増加したことを受け、地域住民と町で
被害に関する話し合いを行い、電気柵を広域で設
置することになりました。これにより、水稲被害
は激減しましたが、花きハウス法面や水田畦畔の
掘り起こしが増え、電気柵の周りで目撃が相次い
だため、人的被害も懸念され始めました。そこで、
イノシシが近づきにくい地域づくりを目指し、宝
坂地区をモデル集落として設置しました。
【具体的な取り組み】
　①掘り起こしが多数確認された花きハウス周辺
　　にセンサーカメラを設置し、出没状況を確認。

　

　②被害防止対策として、電気柵の適正管理（不
　　適切管理の修正）や定期的な見回り、研修会
　　の開催、障壁ネットの設置
　③生息環境管理として、平成 28年 12 月に　
　　野生クリの木の伐採を実施
　④野生クリの木のあった山中などにセンサー　
　　カメラを追加設置し、再度出没状況を確認
【取り組み結果】
　・センサーカメラで確認できた累計個体数

　　＊野生クリの木伐採後頭数が激減

【まとめ】
　地域ぐるみでの電気柵の適正管理による被害防
止対策と野生クリの木の伐採による生息環境管理
による対策の効果が認められたため、放任果樹の
伐採による継続した取り組みにより、地域内での
イノシシ出没と農作物被害の減少が図れます。
　また、地域ぐるみでの鳥獣被害対策では核とな
る人物は必須でありますが、対策の理解や共同で
の管理作業等、地域全体の合意形成が必要不可欠
です。

9月 10月

平成 28年度 ハウス
周辺 7頭 29頭

平成 29年度

ハウス
周辺 1頭 0頭

山中 ８頭 1頭

▲イノシシのエサとなる野生クリの木の伐採作業



【特集】これで、猪は諦める

　

イ
ノ
シ
シ
は
一
年
中

餌
を
求
め
て
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
冬
場
十
分

に
餌
が
取
れ
な
い
た

め
、
春
先
に
被
害
が
集

中
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

毎
年
被
害
に
遭
う
場

所
で
は
、
作
付
け
後
す

ぐ
に
電
気
柵
等
の
被
害

防
止
対
策
設
備
を
設
置

す
る
の
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
農
地
の
周

辺
環
境
に
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
を
始
め
と

し
た
野
生
動
物
が
人
里

へ
出
没
す
る
要
因
の
一

つ
に
周
辺
環
境
の
悪
化

が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
で
山
や

農
地
が
荒
れ
て
し
ま

い
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
通

り
道
が
増
え
る
こ
と
で

行
動
範
囲
が
広
く
な

り
、
被
害
が
増
え
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

個
人
で
は
管
理
し
き

れ
な
い
状
況
で
も
、
集

落
全
体
で
環
境
整
備
を

実
施
で
き
れ
ば
、
被
害

が
出
に
く
い
集
落
を
作

る
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
最
も
重
要
な
対
策

と
な
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
、
掘
り
起
こ

し
等
の
農
地
被
害
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
単

に
生
産
額
減
少
や
農
地

等
の
復
旧
費
な
ど
の
直

接
的
被
害
を
生
じ
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
農
家

等
に
対
し
精
神
的
ダ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
点

で
無
視
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
問
題
で
す
。

　

捕
獲
に
関
わ
る
担
い

手
の
減
少
や
町
村
役
場

に
お
け
る
専
門
的
知
見

の
不
足
な
ど
推
進
に
あ

た
っ
て
の
課
題
も
多

く
、
今
後
更
な
る
対
策

を
講
じ
て
い
く
た
め
に

は
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
強
化
や
住
民
と

の
協
働
を
進
め
、
鳥
獣

被
害
対
策
技
術
の
普
及

や
各
種
支
援
制
度
の
活

用
を
効
率
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年

３
月
に
４
町
村
に
よ
る

「
東
白
川
地
域
鳥
獣
被

害
防
止
広
域
対
策
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
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東白川地域鳥獣被害防止広域対策協議会個人・地域でできる被害防止対策

町有害鳥獣対策専門員

鈴木　寿雄
　町では、水田や畑などの
農地において、農作物被害
を防止する目的で設置する、
電気柵等の被害防止対策設
備を対象としたイノシシ等
被害防止対策設備購入助成
金や光の点滅による動物へ
の威嚇効果のあるシシバイ
バイの無料貸与、有害鳥獣
対策専門員による被害調査
や被害対策の情報提供、対
策を実施する際のアドバイ
スといった施策を行ってい
ます。
　鳥獣被害防止対策と聞く
と、真っ先に駆除が思い浮
かぶと思いますが、駆除だ
けではイノシシの被害を完
全に防ぐことは難しいです。
被害防止対策は、駆除によ
り数を減らすことも大事で
すが、まずは周辺環境を整
え、侵入を防ぐことがとて
も重要となります。これら
がバランスよく実施される
ことによって被害を軽減す
ることが可能となります。
　この機会に、ぜひ地域で
被害防止対策について考え
てみてはいかがでしょうか。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
ＨＩ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
ＫＩ

農地には電気柵等を設置し、
中に入らせない。

山林から農地の間はヤブ等を刈払い、見通しをよ
くして、野生動物が近づきにくい管理をする。

民家の周辺は誘引物（生ゴミや収穫残渣、
放棄果樹等）を放置しない。

図：地域対策のイメージ

近づけさせない
田畑の近くのヤブは、野生動物の隠れ
場所になります。地域ぐるみでのヤブ
の刈り払いを行い、野生動物を田畑や
地域に近づけさせない環境を作りま
しょう。

エサ場をなくす
農作物はもちろんのこと、身のまわり
の思わぬものが野生動物を引き寄せて
しまうエサとなります。地域や田畑が
エサ場だと学習させないように、環境
を改善しましょう。
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東⽩川郡内のイノシシ有害捕獲数（頭）

PROFILE
【よしなりともお】
塙町役場まち振興課長。

東白川地域鳥獣被害防止
広域対策協議会事務局長

吉成　知温

　私たちが相手にしている対象が野生
動物ということで、移動されてしまう
と各町村単位での防止対策だけではな
かなか厳しいのが実状です。そこで広
域による対策を講じるため設立された
のが本協議会です。
　これにより、各町村間での情報交換
が増えるとともに、郡内４町村による
さまざまな対策が検討できるようにな
りました。
　イノシシ対策は、ゴキブリ対策と同
じという考え方があります。これは、

ゴキブリが出ない家にはゴキブリを捕
まえる罠の設置やゴキブリが現れない
ようにエサとなるものを置かないなど
の対策がとられており、これがイノシ
シ対策にも適用できるのではないかと
いう考えです。
　つまり、捕獲だけではなく、寄せつ
けない環境づくりが大切だということ
です。この考え方が４町村全域に浸透
し、各地域で実行されることが被害防
止に繋がっていくと私たちは期待して
いるところです。

イノシシ対策は、ゴキブリ対策

▲平成 28 年 3月に本町（ユーパル矢祭）で行われた設立総会

矢祭町 棚倉町 塙町 川村 計

平成 28年度 10a 56a 27a 65a 158a

平成 29年度 5.7a 8a 66a 58a 137.7a

平成 30年度 8a 15a 12a 156a 191a

表：東白川管内の農作物被害面積
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Health 
information
健康情報

11
月
17
日
の
追
加
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
に
実
施
し
た
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
へ

　

８
月
に
実
施
し
た
特
定
健
診

及
び
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
を
対
象
に
11
月
17
日

（
日
）
に
追
加
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

　

表
１
は
、
８
月
の
特
定
健
診

の
受
診
状
況
で
す
。
国
の
目
標

の
60
％
を
上
回
っ
て
い
る
地
区

も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

40
〜
50
％
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
別
の
内
訳
で
は
40
〜

50
代
の
受
診
率
が
低
い
状
況
で

す
。
過
去
の
受
診
状
況
で
は
、

若
い
年
齢
で
も
検
査
値
に
異
常

が
み
ら
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す

の
で
、
若
い
う
ち
か
ら
自
分
の

検
査
値
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

11
月
17
日
（
日
）
の
実
施
内

容
は
表
２
の
と
お
り
で
す
が
、

８
月
に
受
診
で
き
な
か
っ
た
検

診
だ
け
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
配
布
し
た
風

し
ん
の
抗
体
検
査
も
実
施
し
ま

す
。
５
月
に
５
０
２
名
の
男
性

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し

た
が
、
８
月
末
の
請
求
分
で
は

47
名
が
抗
体
検
査
を
受
け
、
実

施
率
は
９
．
４
％
で
す
。
職
場

の
検
診
や
医
療
機
関
で
抗
体
検

査
を
実
施
で
き
ま
す
が
、
ま
だ

受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
10

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
町
民
福

祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
健

　

康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
矢
祭

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
４
６
‐
４
５
８
１

地区 対象者 受診者数 未受診者数 受診率

中石井 100人 45人 55人 45.0％

下石井 87人 44人 43人 50.6％

戸塚 70人 31人 39人 44.3％

東舘 246人 132人 114人 53.7％

宝坂 62人 32人 30人 51.6％

小田川 85人 44人 41人 51.8％

下関河内 84人 40人 44人 47.6％

上関河内 36人 20人 16人 55.6％

大垬 34人 25人 9人 73.5％

高山 20人 8人 12人 40.0％

関岡 97人 41人 56人 42.3％

内川 96人 49人 47人 51.0％

茗荷 23人 14人 9人 60.9％

計 1,040 人 525人 515人 50.5％

表１：令和元年 8月分地区別特定健診受診状況

　世界骨粗鬆症デー（WOD) は、英国骨粗鬆症学会が 1996 年 10 月 20 日に骨粗鬆症の
啓発を目的に創設したものを 1997 年に国際骨粗鬆症財団（IOF）が引き継ぎ、「世界から
骨粗鬆症による骨折をなくす」ことを目標に地球規模で展開しています。骨を守るためには、
次の３つのポイントが大切になります。①適度な運動、②十分な栄養、③検査

■町では骨粗鬆症検診を実施しています
　【日時】　10月 29日（火）、11月 14日（木）受付 9：00～ 10：00
　【対象】　30・35・40・45・50・55・60・65・70歳になる女性
　【場所】　矢祭町保健福祉センター
　【問い合わせ】　町民福祉課健康づくりグループ（矢祭町保健福祉センター内）☎46-4581

10月20日は世界骨粗しょう症デー

大切な骨の健康を守りましょう

　この事業では、令和元年度より町か
らのインセンディブ（タオル・スプレー
ボトル・カロリー表示入り茶碗・ウォー
キングポーチ・体操ブーブー・ラジオ
付きライト）を付与することにしまし
た。毎日の健康づくりの活動を記録し
て、商品を受け取ってください。

やまっぴー健康チャレンジ事業
あなたも参加しませんか？

▲ノーマルカードの商品を受け取る落合さん

出典：町民福祉課調べ（住所の大字名で地区に分類）

検診（健診）項目 対象年齢 備考

特定健診 40～ 74歳 受診券あれば社保扶養
者受診可能

県民健診 39歳以下

後期健診 75歳以上

胸部レントゲン検査 40歳以上 65歳以上は結核健診も
実施

胃バリウム検査 40歳以上 内視鏡検査実施者は
対象外

大腸がん検査 40歳以上 ２日分を採取

前立腺検査 50歳以上 血液検査

喀痰検査 50歳以上 喫煙指数 600以上

風しん抗体検査 40～ 57歳 クーポン券を送付され
た男性

表２：11 月 17 日追加検診における実施項目
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　わたしが今、おばあちゃんとおじいちゃ
んにつたえたいことは、「いつまでもけん
こうに、そして、元気でいてね。」という
ことです。
　わたしのおばあちゃんとおじいちゃん
は、タカシンではたらいています。おば
あちゃんは、お店の品物をそろえるため
に、遠いところへひんぱんに行きます。
帰ってくると、休むことなくねだんをつ
けたり、お店に立ったりするので、つか
れてしまうのではないかと心ぱいしてい
ます。おじいちゃんは、タカシンの社長
さんです。いつもお店のことをかんがえ
て、一生けんめいお仕事をしています。
　朝早くから夜おそくまでお仕事をして、
家に帰ってくるおばあちゃんとおじい
ちゃんですが、わたしの前ではつかれた
様子はぜんぜん見せません。いつもとびっ
きりのえ顔で、「学校はがんばっているか
い。友だちとなかよくするんだよ。」と、
がんばる元気をわたしにくれます。おば

あちゃんとおじいちゃんのその元気が、
いつもどこからわいてくるのか、わたし
はとてもふしぎに思っています。
　とてもやさしくて、がんばり屋さんの
おばあちゃん。いつも一生けんめいで、
まじめなおじいちゃん。きっとお仕事は
大事なことだと思うけど、む理だけはせ
ずに、おばあちゃんとおじいちゃんには、
これからもわたしのそばで元気でいてほ
しいと思っています。
　わたしはもう３年生になりました。お
ばあちゃんとおじいちゃんのお仕事の手
つだいも、きっとじょうずにできると思
います。これからは、おばあちゃんとお
じいちゃんのお仕事をわたしが手つだっ
て、少しでも楽をさせてあげたいです。
　おばあちゃん、おじいちゃん、これか
らもむ理だけはしないでください。そし
て、いつまでもわたしのそばでわらって
いてくださいね。

おばあちゃん，おじいちゃん，けんこうでいてね 令
和
元
年
度

矢
祭
町
敬
老
会

　

９
月
15
日（
日
）午
前
９
時
30
分
か
ら
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
矢
祭
町

敬
老
会
が
75
歳
以
上
の
１
、１
９
１
人
（
男

４
３
８
人
、
女
７
５
３
人
）
を
招
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
よ
り
80
歳
を
迎
え
た
傘

寿
の
方
に
敬
老
祝
金
と
祝
詞
が
、
81
歳
以
上

の
方
に
は
敬
老
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
百
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
50
周
年
の
金
婚
式
を
迎
え
た
ご

夫
婦
に
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表
彰
と
記
念

品
が
、
福
島
民
報
社
・
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
半
に
は
、
矢
祭
小
学
校
３
年
生
の

児
童
２
人
に
よ
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
、
心

あ
た
た
ま
る
発
表
に
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
前
後
に
は
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
町
文
化
団
体
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
楽

器
演
奏
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
お
楽
し

み
抽
選
会
が
催
さ
れ
、
出
席
者
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地区名 男 女 計
中石井 27 58 85

下石井 33 53 86

戸塚 30 55 85

山野井・金沢 21 33 54

舘本 18 37 55

桃ノ木 12 25 37

石田 19 23 42

上野内 7 7 14

宝坂 22 39 61

高野谷地 6 10 16

追分・馬渡戸 7 13 20

小田川 14 19 33

ニュータウン中山 35 21 56

下関河内 19 42 61

上関河内 19 31 50

大垬 7 21 28

高野・山下 13 12 25

関岡 27 49 76

真木野 35 33 68

内川 23 25 48

茗荷 16 19 35

ユーアイホーム・
せせらぎ荘・櫻の苑 23 98 121

藤井ハイム 5 30 35

合計 438 753 1,191

■行政区別招待者（75 歳以上）

＊令和元年９月 12 日現在

2019.9.15
sunday

▶大好きなおじいちゃん、おばあちゃんへ（原文のまま掲載）◀

左上▶町長から祝状と記念
品を授与される佐藤隆さん
（百歳を迎えた佐藤安さんの
息子）／右▶敬老会後にア
トラクションとしてレクダ
ンスを披露してくれたにこ
にこクラブのみなさん／下
▶町文化団体等によるアト
ラクションや抽選会を楽し
む敬老会参加者

　わたしのおばあちゃんは、畑ですいか、
にんじん、じゃがいも、ピーマン、トマ
ト、キャベツなどいろいろな野菜を作っ
ています。時どき、わたしもおばあちゃ
んの畑仕事を手つだいます。アスパラに
ひりょうをあげたり、にんじんやキウイ
をしゅうかくしたり、トマトのたねをま
いたりしました。大変だったのは、重い
くわで畑をたがやすことです。おばあちゃ
んは毎日のように畑仕事をしているので
すごいなと思います。おばあちゃんに「あ
りがとう。」と言われるとうれしくなって、
また、おばあちゃんの畑仕事を手つだい
たいという気持ちになります。おばあちゃ
んの作る野菜はとてもおいしくて大好き

です。これからも長生きして元気におい
しい野菜を作ってほしいです。
　おばあちゃんはりょうりを作るのも上
手です。わたしと弟がすきなからあげを
あげてくれたり、おばあちゃんが作った
たくさんの野菜を入れたカレーや野菜い
ためを一緒に作ったりします。わたしも
おばあちゃんのようにりょうりが上手に
なりたいなと思います。
　わたしがちいさいころないたり、けん
かした時にはいつもやさしく声をかけて
くれました。おばあちゃんにはげまして
もらうととても心があたたかくなります。
　わたしは、はたらき者でりょうり上手
でやさしいおばあちゃんが大すきです。

わたしの大すきなおばあちゃん

菊
地
心こ

こ
な絆

さ
ん

矢
祭
小
学
校
３
年

高
信
日ひ

よ瑶
さ
ん

矢
祭
小
学
校
３
年
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職
場
体
験
学
習

　

矢
祭
中
学
校
２
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
一
環
で
町
内
の
事
業
所
を
訪
れ
、
そ

の
職
場
の
仕
事
を
実
際
に
体
験
す
る
職
場
体

験
学
習
が
９
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
町
内
外
14
か
所
の
各
事
業
所

に
お
い
て
、
自
分
の
将
来
を
見
据
え
、
何
の

た
め
に
働
く
の
か
、
自
分
に
向
い
て
い
る
職

業
は
何
な
の
か
な
ど
、
今
後
の
進
路
選
択
に

活
か
す
た
め
の
貴
重
な
２
日
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

●
東
舘
温
泉
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

　やまつりこども園では、園児たちと遊ん
だり、給食配膳の手伝い、運動会の準備な
どを体験しました。

●
カ
ナ
ザ
ワ
建
具
店

　東舘温泉ユーパル矢祭では、客室清掃や
温泉棟での弁当運び、施設内での避難訓練
などを体験しました。

●
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

　カナザワ建具店では、ものづくりについ
ての講話を聴き、引き出し付き卓上ラック
作りに挑戦しました。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
矢
祭
店

　ファミリーマート矢祭店では、店内の掃
除やフライヤーの準備、レジ打ち、袋詰め
などを体験しました。

●
リ
オ
ン
ド
ー
ル
矢
祭
店

　リオンドール矢祭店では、商品の品出し
やレジ打ち、青果の袋詰め作業などを体験
しました。

●
ア
ー
ト
ポ
ッ
プ
マ
シ
コ

　アートポップマシコでは、自分が考えた
デザインをプリントしたオリジナルトート
バッグ作りに挑戦しました。

事　業　所　名

アートポップマシコ 東舘温泉ユーパル矢祭

ＳＭＣ株式会社 ファミリーマート矢祭店

遠藤ペットセンター もったいない図書館

カナザワ建具店 やまつりこども園

珈琲香坊 矢祭小学校

棚倉消防署 リオンドール矢祭店

特別養護老人ホーム　ユーアイホーム レスポアールやまつり

受け入れ事業所一覧

矢祭中学校２年生

● I N T E R V I E W ●

　よく来るお店がどんな仕事

をしているのか気になっての

で、体験先に希望しました。

簡単だと思っていましたが、

やってみると重いものを運ん

だり、レジ打ちをしたりと大

変でした。この経験を将来に

活かせたらと思います。鈴木 明
あ す む

日夢くん

体験先 ▶ ▶ リオンドール矢祭店

　将来を決める一つの選択肢

として、なかなか体験できな

いデザイン関係の仕事を希望

しました。技術が必要な仕事

だということがわかりました

し、トートバッグも作ること

ができて、とても良い経験を

させていただきました。齊藤　樹
いつき

くん

体験先 ▶ ▶ アートポップマシコ

　保育士か幼稚園教諭になり

たいので、体験先に選びまし

た。先生の仕事は思っていた

以上に大変な仕事でしたが、

子どもたちが笑ってくれると

とてもうれしくなりました。

今回の体験を活かして将来の

夢を実現させたいです。増子　朋
ともか

花さん

体験先 ▶ ▶ やまつりこども園

　ホテルマンという将来の夢

に一番近い場所だと思い、体

験場所に希望しました。足手

まといにならないか不安でし

たが、教えてくれる人たちが

とても親切だったので解消さ

れました。私もそんなホテル

マンになりたいです。菊池　紗
さ や

耶さん

体験先 ▶ ▶ 東舘温泉ユーパル矢祭



農地利用最適化推進委員

菊池　晃一
PROFILE

15 14

農業委員会だよりAgriculture Committee News Letter

きくちこういち●昭和
29年６月生まれ。65歳。
担当地区は内川、茗荷。

『
耕
太
郎
』
と
『
ヒ
カ
リ
』
の
農
地
制
度
相
談

　農業者年金は農業者の老後生活の安定及び福祉の向

上と農業者の確保を目的とする公的年金制度で、次の

すべての要件を満たせばどなたでも加入することがで

きます。この機会に是非、お近くの農業委員にご相談

ください。

【要件】

　①年間農業従事日数が６０日以上

　②６０歳未満の方

　③国民年金１号被保険者であること
＊ご相談は農業委員会事務局でもお受けします。

みなさんと同じく農地制度に疑問を持つ『ヒカリ』の相談を農地制度に詳しい『耕太郎』が受けます。

ヒ
カ
リ
：
最
近
、「
農
地
付
き
空
き
家
」
を
買
っ
た
知
り
合
い
が
い
る

　
　
　
　

け
れ
ど
一
般
の
人
が
農
地
を
買
う
こ
と
な
ん
て
で
き
る
の
？

耕
太
郎
：
田
舎
で
家
庭
菜
園
を
営
み
な
が
ら
生
活
し
た
い
と
い
う
移
住

　
　
　
　

希
望
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
施
策
の
よ
う
だ
ね
。

ヒ
カ
リ
：
農
地
は
農
家
で
な
け
れ
ば
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
聞
い
た

　
　
　
　

こ
と
が
あ
る
け
ど
？

耕
太
郎
：
農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
受
け
て
農
地
の
所
有
権
を
得
る
た

　
　
　
　

め
に
は
一
定
面
積
の
農
地
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

　
　
　
　

さ
れ
て
い
て
、こ
れ
を
「
下
限
面
積
」
と
呼
ん
で
い
る
ん
だ
。

ヒ
カ
リ
：
一
定
面
積
っ
て
ど
の
く
ら
い
な
の
？

耕
太
郎
：
農
地
法
で
は
50
ａ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
け
ど
、
実
際
に
は
各

　
　
　
　

農
業
委
員
会
で
あ
る
程
度
自
由
に
決
め
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

　
　
　
　

て
い
る
ん
だ
。
農
地
付
き
空
き
家
は
、
こ
の
仕
組
み
を
利
用

　
　
　
　

し
て
空
き
家
に
隣
接
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
下
限
面
積
を
１

　
　
　
　
ａ
と
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
商
品
な
ん
だ
よ
。

ヒ
カ
リ
：
そ
う
す
る
と
、
全
市
町
村
で
同
じ
よ
う
に
使
え
る
わ
け
で
は

　
　
　
　

な
い
の
ね
。

耕
太
郎
：
あ
く
ま
で
農
業
委
員
会
が
下
限
面
積
を
設
け
た
市
町
村
だ
け

　
　
　
　

で
可
能
だ
よ
。
ち
な
み
に
矢
祭
町
で
も
同
じ
よ
う
な
仕
組
み

　
　
　
　

は
出
来
て
い
る
。
空
き
家
だ
け
で
な
く
、
住
宅
の
近
く
に
あ

　
　
　
　

る
農
地
に
つ
い
て
も
適
用
を
拡
大
し
て
い
る
か
ら
、
自
宅
の

　
　
　
　

そ
ば
に
あ
る
農
地
を
取
得
し
て
耕
作
し
た
い
と
い
う
人
も
利

　
　
　
　

用
で
き
る
仕
組
み
な
ん
だ
。

ヒ
カ
リ
：
住
宅
脇
の
畑
が
荒
れ
て
い
て
困
っ
て
い
る
人
な
ど
に
も
利
用

　
　
　
　

で
き
る
仕
組
み
だ
ね
。
お
母
さ
ん
が
聞
い
た
ら
喜
ぶ
か
も
し

　
　
　
　

れ
な
い
。
早
速
教
え
て
あ
げ
よ
っ
と
。

農業者年金に加入しませんか

１.少子化に強い「積み立て方式」

▶国民年金等の「賦課方式」と

違い、現在納める保険料を将来

の年金原資とする「積み立て方

式」は、少子化の影響を受けな

い安定した仕組みです。

２.公的年金ならではの「終身年金」

▶原則 65歳から生涯にわたっ

て年金が支給されます。また

80 歳までの年金相当額が受け

取れる死亡一時金の仕組みも組

み込まれています。

３. 社会保険料控除で節税可能

▶支払った保険料は全額が社会

保険料控除の対象となりますの

で、所得税や住民税の節税にも

なります。

農業者年金は確定拠出型の年金で次のようなメリットがあります。

ＹＯＳＨＩＫＡＴＳＵ　ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ

広
報
担
当
ヨ
シ
カ
ツ
の「
教
え
て
！
推
進
委
員
さ
ん
」

広
報
担
当
農
業
委
員
の
松
本
義
勝
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
農
地
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
さ
ん
」
に
各
地
区
の
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
今
回
お
話
を
お
伺
い
す
る
の
は
、
内
川
・
茗
荷
地
区
担
当
の
「
菊
池

晃
一
さ
ん
」
で
す
。

Ｑ1：まずはご自身のことを教えてください。
　▶元々は東白川郡森林組合に勤務していました。定年退職後に地域からの推薦を受け
　　て、農地利用最適化推進委員を引き受けることになりました。現在は二期目になり
　　ます。

Ｑ2：温厚な人柄で知られる晃一さんですが、スポーツもお得意ですよね。
　▶仕事柄、山歩きもしていましたし、スキーも好きです。立場上、スキーの指導者的
　　なこともやることがありまして、若い人との接点になっています。

Ｑ3：内川・茗荷地区のことを教えてください。
　▶少し山あいに入った地区ですが、のどかな風景が印象的な地区だと思います。最近
　　は農泊事業で都市部の家族連れがグループで訪れることも増えてきましたね。
　　地区の住人はやるときはやる人が多く、一つの目標に向かって一致団結する力は持っ
　　ていると思います。様々な考えを持った方がいるので、話し合いを重ねることで目
　　標を達成していくことができる地区だと思います。

Ｑ4：農地パトロールの印象を教えてください。
　▶今年の 8月に推進委員の仕事である「農地パトロール」を実施しました。畑につい
　　ては、確実に耕作していない面積が増えていましたね。水田については何とか耕作
　　維持に力を注いでいますが、鳥獣被害などのために休耕田としているところも多く
　　心配です。

Ｑ5：耕作放棄地を増やさないためには何が必要と感じていますか？
　▶作付けに見合う収益や労働力の対価が見込まれることが必要でしょう。加えて所有
　　者が安心して維持管理を委託できるような担い手の存在も欠かせないと思います。
　　高齢化は確実に進んでいますから、農地維持のための組織が早急に必要であると思
　　います。今から将来の農地についての検討を始めなければ、５～ 10年度には非常に
　　厳しい状況を迎えてしまうでしょう。

Ｑ6：ズバリ、現状に対する課題を挙げるとすれば？
　▶こういったことを若い人と話し合い場がないことが問題ですね。そういう場を設け
　　て、多方面の人たちとの連携を図っていく。若い後継者たちの考えを聞き、収益増
　　につながるような施策を進めていくことが大切です。

Ｑ7：最後に。地域の若い人達に一言お願いします。
　▶皆さんも地区の現状については十分に理解されていると思います。地域の農業の収
　　益を上げ、販路を拡大していくために、今考えていることがあれば、是非聞かせて
　　ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 菊池晃一さん、ありがとうございました。
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奨
学
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

　

矢
祭
町
若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

ト
事
業
「
奨
学
助
成
金
制
度
」
に
よ

り
、
町
内
の
学
生
の
勉
学
の
奨
励
と

学
力
向
上
を
図
る
た
め
高
田
基
金
を

利
用
し
て
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
等
へ
の
進
学
を
助
成
い
た
し
ま

す
。
令
和
元
年
４
月
に
大
学
等
へ
入

学
さ
れ
た
学
生
の
保
護
者
の
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
、
奨
学

助
成
金
と
し
て
20
万
円
を
支
給
い
た

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
交
付
申

請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
給
要
件

　

①
矢
祭
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上

　
　

居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

　

②
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
額（
以

　
　

下
「
世
帯
所
得
」
と
い
う
）
が

　
　

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

　

③
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
滞
納
し

　
　

て
い
な
い
こ
と

　

④
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学（
短

　
　

期
大
学
）
及
び
専
修
学
校
に
入

　
　

学
し
た
者

支
給
人
員

　

①
助
成
金
を
支
給
す
る
人
員
は
10

　
　

名
を
限
度
と
す
る
。

　

②
申
請
者
が
10
名
を
超
え
た
場
合

　
　

は
世
帯
所
得
の
低
い
順
か
ら
と

　
　

す
る
。

支
給
額

　

助
成
金
の
支
給
額
は
入
学
時
１
回

　

限
り
20
万
円
と
す
る
。

交
付
申
請

　

助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
場
合
は
、

　

次
の
書
類
を
添
付
し
、
奨
学
助
成

　

金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

●
入
学
後
６
か
月
を
経
過
し
た
以

　
　

降
の
在
学
証
明
書

　

●
世
帯
全
員
の
一
年
間
の
所
得
額

　
　

を
証
明
で
き
る
書
類

　

●
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

＊
奨
学
助
成
金
交
付
申
請
書
は
、
教

育
委
員
会
（
中
央
公
民
館
内
）
に
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
も
っ
た
い
な
い

図
書
館
に
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
休

日
は
、そ
ち
ら
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
４
５
８
０

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
開
催

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
や
ま
つ

り
元
気
祭
が
11
月
３
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

元
気
祭
は
、
町
内
一
丸
と
な
っ
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
農
商
工
の

連
携
に
よ
る
町
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
目
指
し
て
、
昨
年
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
文
化
祭
と
同
日
開
催
と
な

り
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
と
ス
イ
ン
ピ
ア

矢
祭
の
２
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
文

化
祭
の
芸
能
発
表
や
展
示
物
を
楽
し

み
な
が
ら
、
元
気
祭
の
出
店
や
イ
ベ

ン
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
わ
く
わ
く
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
る
キ
ン
キ
ン
・
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ

早
食
い
・
早
飲
み
選
手
権
と
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
元
気
大
綱
引
き

戦
は
、
参
加
者
の
事
前
申
込
み
の
受

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
７
６

　11 月の文化月間に合わせ、文化祭を開催します。一般か
らの作品も広く募集しておりますので、作品の展示を希望さ
れる方は、中央公民館までお問い合わせください。（申込締
切：令和元年 10月 15日（火））また、11月３日（日）に
は矢祭町文化団体連絡協議会による芸能発表会が開催されま
す。笑いあり！感動あり！の素晴らしい演芸をご覧いただけ
ますので、文化祭と併せ是非お越しください。
開催期日　　令和元年 11月２日（土）～４日（月）
開催時間　　午前９時～午後４時
開催場所　　ユーパル矢祭・スインピア矢祭
問い合わせ　矢祭町中央公民館☎４６－２２０２

第 48回矢祭町文化祭（11月 3日は「やまつり元気祭 2019」と同日開催）

■第 35 回青少年の主張矢祭大会
令和元年 11月２日（土）午後１時 30分～
会場：ユーパル矢祭２階多目的ホール

■第 37回芸能発表会
令和元年 11月３日（日）午前 9時～
会場：ユーパル矢祭２階多目的ホール
※先着２００名様にはプレゼント券付きプログラム

　毎年大好評の元気綱引き戦を今年も行いま
す。優勝賞金５万円を目指して多くのチーム
の参加をお待ちしています。詳細については、
町のホームページをご覧ください。
開催期日　令和元年 11月３日（日）
開催場所　スインピア矢祭特設会場
応募方法　指定の申込書に必要事項を記入の
　　　　　上、事業課産業グループへ提出し
　　　　　てください。
問い合わせ　事業課産業グループ
　　　　　　☎ 46-4576

元気大綱引き戦 2019
参加者大募集中

　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
は
、
東
京
及

び
そ
の
近
隣
に
居
住
す
る
矢
祭
町

出
身
者
及
び
、
こ
の
会
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
人
々
が
、
矢
祭
町
と
の

情
報
交
換
や
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
目
的
に
、
平
成
９
年
に
組
織

さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
訪
問
や
矢
祭
町
の
行

事
へ
の
参
加
・
応
援
、
特
産
物
の

紹
介
及
び
斡
旋
な
ど
を
通
し
て
、

東
北
最
南
端
の
小
さ
く
て
も
輝
く

町
、
私
達
の
故
郷
・
矢
祭
町
が
、

も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
発
展
し
て

い
け
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
と
し
て
は
、

日
帰
り
旅
行
や
一
泊
旅
行
、
矢
祭

町
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
と
の
懇
親
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
を
通
じ
て
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
度
の
総
会
に
は
、
矢
祭

町
執
行
部
に
よ
る
町
政
報
告
や
各

世
代
の
同
級
生
が
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会

と
称
し
て
出
席
し
、『
や
ま
つ
り

弁
』
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
、
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入

会
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
だ
け
で
な

く
、
お
知
り
合
い
や
ご
友
人
な
ど

多
く
の
方
に
お
声
か
け
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

会
員
一
同
、
た
く
さ
ん
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細

等
に
つ
い
て
は
、
左
記
問
い
合
わ

せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
会
長　

菊
池

　

幹
夫
☎
０
９
０
‐
１
６
１
８
‐

　

７
０
４
５
／
事
務
局
長　

深
谷

　

幸
夫
☎
０
９
０
‐
２
７
５
２
‐

　

２
９
７
３

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
会
員
募
集
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Pick up
Topics

　

町
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

町
長
自
ら
が
町
内
の
地
域
に
出
向

き
、
町
長
と
町
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
町
政
運
営
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
が
、
７
月
23
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
に
約

半
分
の
行
政
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
左

記
表
の
と
お
り
で
す
。（
＊
開
催

日
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　

＊
写
真
は
、
９
月
25
日
（
水
）

に
戸
塚
区
で
行
わ
れ
た
際
に
撮
影
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が

各
行
政
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

月 日 曜日 開催区 開催場所

10月

１日 （火） 関岡区 高城構造改善センター

３日 （木） 宝坂区 宝坂構造改善センター

７日 （月） 山野井・金沢区 山野井・金沢地区多目的集会施設

９日 （水） 上野内区 上野内公民館

15日 （火） 桃ノ木区 桃ノ木多目的集会所

21日 （月） 石田区 矢祭町役場

30日 （水） 舘本区 舘本集会施設

■まちづくり懇談会日程表（10 月分まで）

上▶町執行部の解答に
耳を傾ける区民。／左
▶要望を執行部に伝え
る区民。／右▶区民か
らの要望を聞く片野教
育長（左）、鷹部区長（中
央）、佐川町長（右）

　

９
月
15
日
（
日
）、
中
石
井
青

年
会
主
催
の
石
井
神
社
豊
年
踊

り
・
子
ど
も
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
中
は
、
石
井
神
社
境
内
に
つ

く
ら
れ
た
土
俵
で
、
幼
児
か
ら
小

学
校
高
学
年
ま
で
の
子
供
た
ち
を

対
象
と
し
た
相
撲
大
会
が
開
か

れ
、
子
供
た
ち
の
熱
戦
に
周
囲
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
10
周
年
と
い
う
節
目
の

開
催
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
祝
う

と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意

を
込
め
て
午
後
６
時
よ
り
投
げ
餅

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
投
げ
ら
れ
る
餅
や
お
菓
子
に
手

を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
は
、

多
く
の
地
域
住
民
が
太
鼓
の
音
に

合
わ
せ
豊
年
踊
り
を
楽
し
み
、
終

了
後
に
は
恒
例
の
大
抽
選
会
も
催

さ
れ
、
抽
選
番
号
を
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

左上▶投げ餅終了後から行われた豊年踊り／左▶ 10 周年を記念して実
施された投げ餅／上▶午後２時から行われた子ども相撲。年齢や学年、
男女などで部門分けされ、多くの名勝負が繰り広げられました。

石
井
神
社
豊
年
踊
り

今
年
は
10
周
年
の
節
目
を
祝
う

　

平
成
31
年
４
月
18
日
に
実
施
し
た

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。（
左
記
グ
ラ
フ
参
照
）

　

こ
の
調
査
は
、
学
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
主
に
知
識
に
関
す

る
「
Ａ
問
題
」
と
、
主
に
知
識
を
活

用
す
る
力
に
関
す
る
「
Ｂ
問
題
」
に

分
け
て
の
実
施
を
見
直
し
、「
領
域

別
」「
観
点
別
」
の
学
力
調
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
本
調
査
に
よ
り

測
定
で
き
る
の
は
、
学
力
の
一
部
分

で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動

の
一
側
面
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
矢
祭
町
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
数
字
に
よ
る
結
果
の
公
表
を

控
え
て
お
り
ま
す
。

調
査
対
象　

小
学
６
年
生
（
国
語
・

　

算
数
）
／
中
学
３
年
生
（
国
語
・

　

数
学
・
英
語
）

【
今
後
の
対
策
】

小
学
校
▼
「
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・

　

態
度
」
を
図
る
問
題
の
正
答
率
が

　

高
く
、「
読
む
こ
と
」
に
つ
い
て

　

の
正
答
率
も
高
い
結
果
で
す
。
算

　

数
で
は
、領
域
別
で
「
数
と
計
算
」

　

の
正
答
率
が
高
く
計
算
す
る
力
が

　

身
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

　

ま
す
。
観
点
別
で
は
、「
数
量
や

　

図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
」

　

に
つ
い
て
全
国
平
均
を
下
回
り
、

　

課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

全
体
的
に
県
や
全
国
の
平
均
を

　

上
回
る
結
果
で
あ
り
、
日
ご
ろ
の

　

学
習
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

計
算
力
や
数
学
的
な
考
え
方
な
ど

　

の
長
所
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
具
体

　

物
や
操
作
活
動
な
ど
算
数
的
な
体

　

験
を
重
視
し
、
場
面
を
意
図
的
に

　

設
定
す
る
な
ど
、
指
導
法
の
工
夫

　

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
▼
中
学
校
の
結
果
で
は
、
各

　

教
科
と
も
に
、
全
国
平
均
を
下
回

　

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
読

　

む
能
力
」
に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し

　

た
。
問
題
を
読
み
解
く
力
に
も
つ

　

な
が
る
た
め
、
全
体
的
な
学
力
向

　

上
の
た
め
に
も
、「
読
む
こ
と
」
の

　

力
を
伸
ば
す
授
業
改
善
を
図
っ
て

　

ま
い
り
ま
す
。

　
　

基
礎
的
・
基
本
的
な
計
算
力
や

　

語
彙
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
読
書

　

等
文
字
に
触
れ
る
言
語
活
動
の
継

　

続
的
な
実
施
や
、
学
習
内
容
の
系

　

統
性
を
踏
ま
え
、
生
徒
の
実
態
に

　

応
じ
た
学
び
直
し
の
場
を
設
け
ま

　

す
。
学
習
へ
の
意
欲
・
関
心
を
高

　

め
る
授
業
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り

　

ま
す
。

【
矢
祭
町
で
は
】

　

園
・
小
・
中
の
連
携
を
強
化
し
、

学
び
の
連
続
性
を
維
持
す
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
園
・
小
・

中
の
教
員
の
交
流
授
業
「
相
互
乗
り

入
れ
授
業
」
に
よ
り
、
町
全
体
の
共

通
認
識
の
も
と
、
学
び
の
連
続
性
や

一
貫
し
た
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
講
師
の
人
的
配
置
に
よ

り
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
学
習
習

慣
の
形
成
や
、
中
学
校
の
習
熟
度
別

学
習
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
分
か
る
・
で
き
る
授
業
」

へ
の
改
善
を
図
り
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
学
習
内
容
の
定
着
を
土
台
と
し

て
、
自
ら
学
ぶ
力
、
学
び
合
う
力
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

＊「国語」・「算数」は、全国平均を上回っています。

＊「国語」・「数学」・「英語」は、全国平均を下回っています。
＊「英語」の『話すこと』の領域は、全国平均を上回っています。

国語国語 算数算数

全国学力・学習状況調査結果全国学力・学習状況調査結果【【小学校小学校】】

国 県 矢祭町

国語国語 数学数学 英語英語

全国学力・学習状況調査結果全国学力・学習状況調査結果【中学校中学校】

国 県 矢祭町
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こ
ん
に
ち
は
協
力
隊
福
山
で

す
。

　

８
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
の

約
１
週
間
半
に
か
け
て
、
年
に

一
度
行
っ
て
い
る
神
奈
川
県
川

崎
市
で
の
店
舗
を
借
り
た
販
売

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
す

る
度
に
福
島
県
内
や
矢
祭
町
出

身
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
中
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
矢
祭

町
に
行
っ
て
み
た
よ
」
と
お
声

か
け
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
参
加
す
る
度
に
矢
祭
町
の

広
報
紙
や
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
見
て
来
町
し
て
く

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

今
回
会
場
と
な
っ
た
商
店
街

で
は
お
祭
り
も
開
催
さ
れ
て
お

り
、
２
日
間
で
５
０
０
本
の
鮎

の
塩
焼
き
と
３
０
０
本
の
柚
子

み
そ
団
子
を
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
１
日
目
に
し
て

ほ
と
ん
ど
売
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
次
回
は
こ
れ
を
考
慮
し
て

す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
上
記

参
照
）

　

最
後
に
、
10
月
１
日
か
ら
新

た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
２

名
着
任
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

任
期
は
残
り
半
年
程
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
期
間
で
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
一
緒
に
で
き
る
と
思

う
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
町

民
の
方
に
は
、
２
人
を
あ
た
た

か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
や
ま
つ
り
元

気
祭
が
11
月
３
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
ゆ
ず
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
昨
年
ま
で
は
や

ま
つ
り
ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い

づ
く
り
協
議
会
の
ゆ
ず
専
門
部

会
と
し
て
の
参
加
で
し
た
が
、

今
年
は
同
協
議
会
の
鮎
専
門
部

会
と
合
同
で
参
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り

も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
10
月
22
日
・
31
日
に
は

ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り
で
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

左▶８月に参加した川崎での販売会にて撮影。アユの塩焼きなどを販売することで多くの方に矢祭町をＰＲできたのではないかと思います。／右▶ 10
月 22 日・31 日に「まちの駅」で開催予定のハロウィンパーティーのチラシ。詳細については、回覧板で各世帯にこのチラシを配布いたしますので、ご
覧ください。多くの方のご参加お待ちしています。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.25

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

　青樹です。

　改めまして９月６日（金）、東館駅前に居酒

屋「あつまり処
どころ

　あおちゃん家
ち

」を開業するこ

とが出来ました。この場を借りてご協力下さっ

た関係各位と応援していただいた町民の皆様に

感謝申し上げます。まだまだ認知度が低くてな

かなかお客様の「あつまり処
どころ

」になっていませ

んが、じっくりゆっくり根付いていけたらと思

います。

　何と言っても東館駅は矢祭町の玄関口ですか

ら、『さすが矢祭の中心地』と言われるような

賑やかな場所にしていきたいですね。

◀厨房に立つ青樹隊員。お客さんには、
『あおちゃん』や『おやじ』と呼んで
ほしいそうですので、来店された際に
はぜひ呼んでみてください。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町民のための
町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②カタログや電話相談で商品を選ぶ
　③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メールで注文する
　④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は 14 時～ 16 時
　　にお届け。17 時までは、まちの駅での受け取りも可能）
【問い合わせ】
　まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659　FAX：0247-57-5660
　　　　　　　　　　mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当してい
る佐川です。今月のオススメは、こちらの３点になりま
す。米粉入りロングパンは、味が３種類から選ぶことが
できます。他２点については、数量限定となっておりま
す。ぜひ、ご注文ください。
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図 書 館 だ よ り
library Information

第 11 回手づくり絵本コンクール
応募作品館内にてご覧ください

【図書館内展示期間】
10月30日（水）～12月12日（木）
開館時間内（9：30～ 18：00）

　第 11回矢祭もったいない図書
館手づくり絵本コンクールに寄せ
られた、すべての応募作品を館内
に展示します。
　また、11 月３日（日）は、矢
祭町文化祭会場であるユーパル矢
祭にて展示します。
　なお、12 月 14 日の表彰式終
了後にすべての作品を作者の元へ
お返しいたします。
　町内や、全国から寄せられた作
品をぜひご覧下さい。

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会＆ミニ工作」　（矢祭もったいない図書館）
　10 月 20 日（日）午後２時～午後３時
　▶昔話をテーマにしたおはなしかいと、ミニ工作を開催します。第 10 回手作り絵本コ
　　 ンクール特別賞受賞作「ぎゅうちゃんこきょうへかえる」、山形県に伝わる昔話「な
　　  ぞなぞむこどん」の紙芝居、さるかに合戦のパネルシアターを予定しています。
　　 ミニ工作では、「段ボールで、きょうりゅうをつくろう」として、ティラノサウルス
　　 を作ります。どなたでも参加できます。小さなお子さんは、保護者の方と一緒にお
　     越しください。どなたでも参加できます。

【今月のコーナー】

【今月の休館日】
毎週月曜日（体育の日 10 月 14 日は開館）

10月 27 日（土）～ 11 月９日（金）までは読書週間。
矢祭子ども司書受講生がおすすめする本と、作成した紹介カードを
展示します。また、矢祭中学校職場体験の生徒が作成した紹介カー
ドを展示しています。

【11月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　11 月７日（木）午前 10 時～正午
　▶３歳までの乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.5

Nanami Honda

本多 菜々美
PROFILE
【ほんだななみ】
３年1組。陸上部。好きな
教科は音楽・体育。受験勉
強（全教科）を頑張っている。

「
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
」

　

私
は
、
陸
上
部
と
特
設
駅
伝
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
陸
上
部
で
長

距
離
の
選
手
だ
っ
た
た
め
特
設
駅
伝
部
に

入
れ
ば
、
た
く
さ
ん
走
れ
て
、
も
っ
と
走

る
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
走
る
こ
と
は
、
辛
く

て
も
苦
し
く
て
も
自
分
と
の
闘
い
で
す
。

で
も
駅
伝
は
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
仲
間
が

い
る
か
ら
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

練
習
中
の
目
標
と
し
て
、
自
分
な
り
に

走
り
込
み
を
し
た
り
、
ペ
ー
ス
を
考
え
た

り
し
て
、
諦
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
つ
一
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
を
頑
張
っ
て
や
り
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
時
々
面
倒
く
さ
く

な
っ
て
や
る
気
が
な
い
時
も
あ
り
、
適
当

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
こ
れ
で
は
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
充
実
し
た
練
習
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
考
え
る
と
、
特
設
駅
伝
部
に

入
っ
た
こ
と
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
し
た
。
私
が
特
設
駅
伝
部
に
入
っ

た
こ
と
は
、
走
る
チ
ャ
ン
ス
、
た
く
さ
ん

走
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
と

思
い
直
し
、
頭
を
切
り
替
え
て
楽
し
く
思

え
る
よ
う
に
練
習
を
頑
張
り
ま
し
た
。
自

分
の
い
い
タ
イ
ム
が
出
る
と
「
走
る
こ

と
っ
て
楽
し
い
。
次
の
練
習
も
頑
張
ろ

う
。」
と
思
い
、
い
つ
も
よ
り
や
る
気
が

で
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら「
諦
め
な
け
れ
ば
、

自
分
に
必
ず
チ
ャ
ン
ス
が
く
る
」
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

特
設
駅
伝
部
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち

も
、
今
ま
で
練
習
を
し
て
き
て
苦
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
苦

し
い
練
習
や
き
つ
い
練
習
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
「
チ
ャ
ン
ス
」
だ
と
思
っ
て
あ
き

ら
め
ず
、
本
番
で
も
全
力
の
走
り
を
出
し

て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
選

手
に
な
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、
必
ず
、
練

習
で
残
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
諦
め
な
け
れ
ば
必
ず
何
か
が
返
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

「
今
の
地
球
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
」

　

み
な
さ
ん
は
私
が
、
生
き
物
が
好

き
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
私
は
家
で
も
た
く
さ
ん

の
生
き
物
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
当

然
、
そ
の
生
き
物
た
ち
も
人
間
も
、

一
つ
の
地
球
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
世
界
各
地
で
は
今
、
地
球

温
暖
化
が
引
き
起
こ
す
暑
さ
に
よ
っ

て
、
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
た

く
さ
ん
の
生
き
物
も
苦
し
ん
で
い
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
は
地
球
の
温
度
を
上

昇
さ
せ
、
北
極
や
南
極
の
水
を
溶
か

し
、
海
面
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。

小
さ
な
島
国
で
は
、
海
面
の
上
昇
に

つ
な
が
り
ま
す
。
小
さ
な
島
国
で

は
、
海
面
の
上
昇
に
よ
り
、
国
土
が

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
人
間
が
使
う
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
や
車
の
排
気
ガ
ス
等
で
す
。
人

間
は
自
分
た
ち
の
手
に
よ
り
限
り
あ

る
地
球
の
環
境
を
壊
し
て
い
る
の
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
私
は
、
環
境
問
題

の
悪
化
を
防
ぐ
少
し
も
の
手
助
け
に

な
れ
ば
と
思
い
、
今
の
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
は
節
約
と
い
う
方
法
が
自
分

に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
例
え
ば
、
使
っ
て
い
な
い
電

気
は
消
す
。
暑
い
時
は
エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
控
え
て
窓
を
開
け
る
な
ど

の
、
と
て
も
簡
単
な
も
の
で
す
。
私

は
今
、
こ
の
こ
と
を
家
で
も
学
校
で

も
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
、
地
球
温
暖
化

は
深
刻
に
な
っ
て
い
く
一
方
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
み
な
さ
ん
一
人

一
人
が
環
境
問
題
に
対
し
て
、
今
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

美
し
い
自
然
を
後
世
ま
で
残
せ
る
は

ず
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

Toranosuke Mtsumoto

松本 虎ノ助
PROFILE
【まつもととらのすけ】
３年２組。ソフトテニス部。
好きな教科は社会。受験勉
強（数学）を頑張っている。

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

【10月のイベント】

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

雲
流
れ
篠
笛
響
く
月
見
か
な

花
芒
帰
れ
ぬ
実
家
を
語
る
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

白
萩
の
白
き
に
悶
ふ
蜆
蝶

紅
葉
マ
ー
ク
付
し
て
初
心
に
か
え
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

百
目
柿
た
だ
古
里
の
な
つ
か
し
く

支
え
合
う
と
な
り
の
席
や
敬
老
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

祭
笛
独
り
の
膳
に
月
登
る

帰
省
子
の
靴
履
く
間
も
喋
り
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子
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親への恩返しとして、温泉旅行に連れていってあげ
たいです。

お金を貯めて、海外旅行に行くことです。

休日にカフェを巡ることやショッピングをすること
です。

もったいない図書館です。私が小さい時によく行っ
ていて思い出がたくさんあるので、お気に入りの場
所です。

若者がゆっくりできるようなカフェがあったらいい
なと思います。

社会人１年目で、まだまだ大変なことがあると思い
ますが、これからも頑張っていきたいです。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
若
者
が
ゆ
っ
く
り
で
き
る
カ
フ
ェ
が
ほ
し
い

松本　由羽さん

Ｙ
ｕ
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ

まつもとゆう● 19 歳・小田川在住

メッセージ

from結婚支援室（64）

message

次は　未定　です。

No.67

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●町への要望はありますか？

　

結
婚
支
援
室
へ
登
録
す
る
際
の
記

入
項
目
の
一
つ
に
「
職
業
」
が
あ
り

ま
す
。
男
性
が
女
性
の
情
報
を
見
る

際
、
職
業
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

の
に
対
し
て
、
女
性
が
男
性
の
情
報

を
見
る
際
は
、
職
業
が
大
変
重
要
に

な
り
ま
す
。
職
業
＝
そ
の
人
の
生
き

方
と
い
う
考
え
方
と
、
職
業
＝
年
収

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
結
婚

後
の
生
活
の
た
め
の
収
入
を
考
え
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。

　

で
は
、
職
業
別
で
は
ど
ん
な
職
業

が
好
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
女
性
が

好
む
第
１
位
は
公
務
員
・
正
社
員
で

す
。
会
社
員
で
は
な
く
正
社
員
と
あ

え
て
標
記
す
る
背
景
に
は
、
収
入
の

安
定
を
望
む
意
志
が
見
ら
れ
ま
す
。

次
に
多
い
の
は
「
自
営
業
以
外
」
で

す
。
自
営
業
が
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う

理
由
と
し
て
、
収
入
が
不
安
定
か
も

し
れ
な
い
、
い
つ
も
家
族
と
一
緒
、

１
日
の
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
読
め

な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
の
１
コ
マ
で
、

種た
ね
ぎ
や

木
屋
を
営
む
奈
良
県
の
男
性
が
講

師
を
務
め
る
盆
栽
教
室
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
結
婚
し
た
大
阪

で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
た
女
性
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
女
性
は
「
人
は
い
ろ
い

ろ
な
生
き
方
が
あ
る
。
夫
は
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
自
分
が
見
て

き
た
も
の
以
外
の
も
の
を
見
せ
て
く

れ
る
存
在
」
と
言
い
ま
す
。
職
業
や

収
入
で
は
な
く
そ
の
「
人
」
を
見
つ

め
る
姿
は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
で

生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

25

　　

東
白
川
防
犯
指
導
隊
の
各
支
部

で
分
隊
長
を
務
め
て
い
る
内
川
在

住
の
谷
田
部
馨
さ
ん
、
東
舘
在
住

の
篠
田
光
広
さ
ん
、
中
石
井
在
住

の
佐
川
泉
さ
ん
。
３
年
１
期
の
各

支
部
分
隊
長
を
５
期
続
け
ら
れ
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
３
人
で
す
。

　

現
在
、
防
犯
指
導
隊
は
矢
祭
・

東
舘
・
石
井
の
各
防
犯
協
会
３
支

部
の
下
部
組
織
（
行
動
部
隊
）
と

し
て
町
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
構
成

さ
れ
お
り
、矢
祭
山
駅
や
東
舘
駅
、

磐
城
石
井
駅
で
の
防
犯
対
策
チ
ラ

シ
の
配
布
、天
王
祭
の
際
の
警
備
、

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
見
回
り
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
伺
う
と
「
鮎
釣
り
の
時

期
に
は
、
久
慈
川
沿
い
を
中
心
に

車
上
荒
ら
し
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
の
配
布
や
声
か
け
、

見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
警

の
ヘ
リ
が
空
い
て
い
る
際
は
、
上

空
か
ら
見
回
り
も
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
の
見
回
り
な
ど
は
夜
間
に

行
う
た
め
、
安
全
面
を
考
慮
し
て

３
人
１
組
で
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
「
指
導
隊
の
メ
ン
バ
ー

は
10
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
に
い
る
の
で
、
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
後
継
者
不
足
の
波
が
押

し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
地
域
を
守
っ
て
く
れ
る

方
が
い
れ
ば
大
歓
迎
で
す
の
で
、

各
分
隊
長
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

最
後
に
「『
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
』
を
合
言
葉

に
、
今
後
も
町
消
防
団
や
地
域
の

方
々
と
連
携
し
て
自
分
た
ち
の
地

域
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
の
防
犯
活
動
を

続
け
ま
す
。

防犯指導隊員に棚倉警察署から配布される帽子・チ
ョッキ・腕章・警棒。

町
消
防
団
や
地
域
の
方
と
連
携
し

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.67 －

谷
田
部　

馨
さ
ん

篠
田　

光
広
さ
ん

佐
川　

泉
さ
ん

PROFILE
【やたべかおる】内川在住。防犯指導隊
矢祭分隊長。【しのだみつひろ】東舘在住。
防犯指導隊東舘分隊長。【さがわいずみ】
中石井在住。防犯指導隊石井分隊長。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「りんご狩り＆ジャムづくり」体験
日時　11 月 16 日（土）
　　   正午～ 16：00
場所　仲野りんご園・大子ブルワリー
料金   男性 3,000 円　女性 1,000 円
対象　男性：30 歳～ 45 歳（上記 8 市町村居住）
　　   女性：25 歳以上（上記 8 市町村に定住希望者）
　　　（詳しくは、チラシを全戸配布します。）

問い合わせは、結婚支援室☎ 46-4884 まで

八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会からのお知らせ



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　９月７日（土）、矢祭町高齢者クラブ連合会主催
の第３回カーリンコン大会が町営体育センターで開
催されました。大会は、各高齢者クラブと各地域の
いきいきサロンから１３チームが参加して熱戦を繰
り広げ、各会員の健康維持と相互の交流を図りまし
た。

　９月１日（日）、人権啓発映画鑑賞会がユーパル
矢祭２階多目的ホールにて開催されました。この鑑
賞会は人権啓発の一環として毎年開催されており、
今年は樹木希林さん主演の「あん」が上映され、来
場者は、生きるということの意味について考えなが
ら鑑賞しました。

　９月５日（木）、矢祭町山村開発センター和室に
おいて矢祭町交通対策協議会が開かれました。棚倉
警察署の恩田地域交通課長による交通事故概要の説
明後、「身につける　夜道のお守り　反射材」をス
ローガンとした秋の交通安全運動や交通事故防止へ
の対策などが協議されました。

人権について考える作品を上映
▶人権啓発映画鑑賞会

ニュースポーツで健康維持
▶第３回カーリンコン大会

交通安全運動の取り組みについて協議
▶矢祭町交通対策協議会

　９月１９日（木）、ユーパル矢祭２階多目的ホー
ルにおいて、ジャーナリストの櫻井よしこさんを招
き、「みんなで考えよう日本の未来」と題した矢祭
町主催講演会が開催されました。会場には櫻井さん
の講演を聞こうと町内外から多くの方が訪れ、熱心
に耳を傾けました。

櫻井よしこさん４年ぶりに来町
▶矢祭町主催講演会

交通安全に県境なし
▶交通安全合同テント村

　９月２５日（水）、秋の全国交通安全運動の一環
として、矢祭町・大子町の交通安全合同テント村が
和風レストラン七曲り付近の国道１１８号にて実施
されました。当日は、両町合わせて約６０人の関係
者が集まり、ドライバーに啓発品を手渡しながら安
全運転を呼びかけました。

百歳を祝い賀寿等を贈呈
▶百歳高齢者賀寿贈呈式

　９月９日（月）、満１００歳を迎えられた上関河
内在住の佐藤安さん（当日が誕生日）に、知事及び
町長からの賀寿・記念品が佐川町長より伝達され、
大串社会福祉協議会長及び鈴木高齢者クラブ連合会
長よりそれぞれ記念品が代理で息子の隆さんに贈呈
されました。

　９月１5日（日）、第４８回宝坂区民バレーボー
ル大会が宝坂構造改善センターで行われました。宝
坂区の伝統行事であるこの大会は、区内の地域ごと
にチーム編成をし、毎年白熱した試合が展開されて
います。今大会も多くの区民が参加し、晴天の中で
親睦を深めました。

地域の伝統行事今年も開催
▶第４８回宝坂区民バレーボール大会
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町
内
外
の
約
60
店
舗
の
焼
き

そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
チ
ー
ズ

ハ
ッ
ト
グ
な
ど
の
飲
食
ブ
ー
ス

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
ま

す
。
ま
た
今
年
は
ご
当
地
グ
ル

メ
を
集
め
た
ブ
ー
ス
を
設
置
し

ま
す
！
さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
豪
華
景
品
が
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

10
月
27
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

棚
倉
城
跡
内
及
び
周
辺

駐
車
場　

棚
倉
町
総
合
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
（
※
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

か
ら
会
場
ま
で
の
無
料
シ
ャ

　

ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
町
役
場
地

　

域
創
生
課
☎
０
２
４
７
‐
３

　

３
‐
２
１
１
２

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期

限
は
翌
月
末
（
例
え
ば
10
月
分

は
11
月
末
ま
で
）で
す
。
な
お
、

納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
付
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
に
は
、
前
年
所
得

に
応
じ
て
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。保
険
料
の
納
付
、

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

が
遅
れ
る
と
、
老
後
の
老
齢
基

礎
年
金
や
万
が
一
の
際
の
障
害

基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
速
や
か
に
納
付
も
し
く
は
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
一

度
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（
詳

し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）
等
に

よ
り
、
ご
自
身
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
状
況
等
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ご
相
談
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
国
民
年
金
担
当
窓

口
か
年
金
事
務
所
（
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５
／
白
河
年
金
事
務

　

所
国
民
年
金
課
☎
０
２
４
８

　

‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
元
年
10
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

棚
倉
消
防
署

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
消
防
署
☎

　

０
２
４
７
‐
３
３
‐
４
５
２

　

２

　

水
郡
線
を
テ
ー
マ
に
７
月
20

日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
募
集
し

た
水
郡
線
児
童
絵
画
展
の
入
賞

作
品
（
72
点
）
を
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。
当

日
は
、
水
郡
線
沿
線
の
地
酒
や

特
産
品
等
を
販
売
す
る
ほ
か
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
水
郡
線
を
ご
利
用
に

な
り
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
元
年
10
月
13
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　
水
郡
線
営
業
所
構
内（
常

　

陸
大
子
駅
よ
り
徒
歩
１
分
）

同
時
開
催　

水
郡
線
営
業
所
ま

　

つ
り
、
奥
久
慈
大
子
ま
つ
り

問
い
合
わ
せ　

水
郡
線
活
性
化

　

対
策
協
議
会
事
務
局
（
石
川

　

町
役
場
地
域
づ
く
り
推
進
課

　

内
）
☎
０
２
４
７
‐
２
６
‐

　

９
１
１
４

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
精
神
障
が

い
者
の
家
族
等
が
集
ま
り
、
病

気
や
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
な
ど
を
学
習

し
、
情
報
交
換
や
相
互
交
流
を

図
る
た
め
の
「
家
族
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
元
年
11
月
10
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

30
分

会
場　

白
河
市
中
央
老
人
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
（
白
寿
園
）

対
象
者　

精
神
障
が
い
者
の
ご

　

家
族
及
び
精
神
障
が
い
者
等

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ッ

　

ド
ピ
ア
は
な
わ
☎
０
２
４
７

　

‐
４
３
‐
２
１
６
０

　

平
成
31
年
４
月
24
日
に
成
立

し
た
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ

く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に

対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国
で

は
優
生
手
術
を
受
け
た
方
に
一

時
金
（
３
２
０
万
円
）
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
一
時

金
の
請
求
受
付
の
ほ
か
、
請
求

手
続
に
関
す
る
質
問
・
相
談
に

保
健
師
や
相
談
員
が
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

わ
く
わ
く
棚
倉
城

食
フ
ェ
ス
タ
開
催

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
「
旧
優
生
保
護

　

法
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
☎

　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
２
９

　

４
受
験
資
格　

①
高
校
卒
業
（
見

　

込
を
含
む
）
ま
た
は
同
等
の

　

学
力
を
有
す
る
者
（
中
学
校

　

卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と
認

　

め
ら
れ
る
方
を
含
む
）
／
②

　

年
齢
・
性
別
不
問
（
但
し
、

　

社
会
人
枠
入
試
は
、
20
歳
以

　

上
で
２
年
以
上
の
就
労
経
験

　

が
あ
る
専
願
の
者
）

定
員　

30
人

試
験
科
目　
一
般
入
試
▼
国
語
、

　

数
学
、
作
文
、
面
接
／
社
会

　

人
枠
入
試
▼
作
文
、
面
接

試
験
期
日　
一
般
入
試
▼
１
期
：

　

令
和
２
年
２
月
６
日
（
木
）、

　

２
期
：
令
和
２
年
２
月
20
日

　
（
木
）
／
社
会
人
枠
入
試
▼

　

令
和
元
年
12
月
19
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
３
７
０
１

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

11
月
21
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「T

ette

（
て
っ
て
）」

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　今月号では、鳥獣被害対策の中でもイノ
シシ被害防止対策をメインテーマに特集記
事を掲載させていただきました。今回特に
印象的だったのは、実施隊長への取材の中
で、「隊員は銃器の引き金を引くリスクを背
負っている」というお話でした。これは、
有害鳥獣を狙って打ったものが、他人に当
たってしまった際のリスクについてのお話
でした。今回の取材が、一発で自分と相手
の人生を変えてしまうリスクを背負いなが
らも町内の被害防止のために活動している
実施隊のみなさんのご苦労を知るきっかけ
となりました。取材に応じていただいたみ
なさんありがとうございました。　　　（海）

人　口 ５,７３４人（－   ３）
男 ２,８１０人（－   １）
女 ２,９２４人（－   ２）
世　帯 ２,０８７世帯（±   ０）

人の動き
9月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
緑川　二郎 78 誠 7 / 17 小田川
鈴木　久枝 93 一夫 8 / 30 宝　坂
石井　政一 70 廣木三之 9 / 6 内　川
弓田　酉松 86 清 9 / 15 戸　塚
本田　昭一 80 淳一 9 / 17 上関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年全国山火事防止統一標語
「忘れない　豊かな森と　火の怖さ」

　皆さんのご家庭には家庭用消火器はありますか？住宅用火
災警報器で早期に火災を発見し、家庭用消火器を使用して初期
消火を実施することで、さらに被害は少なくなります。家庭用
消火器は家庭で起こるほとんどの火災に対応でき、ご家庭に１
本あれば火災の時にとても心強い味方になります。
　「自分の家は今まで火災になったことがないから大丈夫‼」
と思っている方も多いのではないでしょうか？しかし、火災に
なってから後悔しても遅いのです。万が一の時に、小さな被害
で済むように家庭用消火器を備えましょう‼

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～9月15日）

火災件数　 ４件
救急出動　 173件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号は該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
に
ご
注
意
を

旧
優
生
保
護
法
に
よ
り

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

令
和
２
年
度

白
河
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

募　
　

集

奥
久
慈
清
流
ラ
イ
ン

茨
城
と
福
島
の
地
酒
ま
つ
り

県
南
方
部
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す
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町県民税▶３期
国民健康保険税▶５期
介護保険料▶５期
後期高齢者医療保険料▶３期
納期限（口座振替日）▶１０月３１日（木）

●今月の納税



　関岡在住の菊池さんご家族。ご両親は２人のお子さんに「明るく、
思いやりのある子に育ってほしい。」と願っています。兄妹それぞれの
性格について伺うと「颯太は、誰とでも仲良くなれて、妹の面倒をよ
く見てくれる優しい子です。美月は、活発ですが、人見知りで恥ずか
しがりやさんですね。」と真由美さんが教えてくれました。また、２人
にまつわるエピソードを伺うと「２人ともカツオのたたきや柿の種な
どお酒に合うようなものが好きで、パパがお酒を飲んでいると２人も
麦茶をとっくりに入れて、パパの晩酌に付き合ってくれています。」と
真由美さんは微笑みます。そんなお子さんたちの成長を楽しみにしな
がら、政美さん、真由美さんはこれからも明るく笑いの絶えない家庭
を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター10

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　菊池颯
そうた

太くん（8）　美
みづき

月ちゃん（7）
お父さん　政美さん　　お母さん　真由美さん　

【関岡在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
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‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/ 〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
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印
刷
/塙
町
本
町
佐
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印
刷
所
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O
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広
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 11 月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 11 月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 11 月 30日まで

令
和
元
年
10月

4日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.703

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●カンガルーくらぶ
時間変更（13：00～15：00）○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○和田医院☎33-2012 ○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●矢祭町消防団秋季検閲
●矢祭読書の日

● 3か月児健康診査
　    塙（13：15～13：30）
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 31 11/1 2
●子宮がん・骨粗鬆症検診
　    保セ（9：00～10：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●青少年の主張大会
●矢祭町文化祭

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●やまつり元気祭2019
●矢祭町文化祭

●矢祭町文化祭 ● 3歳児健康診査
　    保セ（13：00～13：10）

●カンガルーくらぶ
時間変更（13：00～15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

● 6か月児健康相談
　    保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　    保セ（10：30～11：00）
● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　    保セ（13：00～13：10）

○塙厚生病院☎43-1145 ○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


